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工事概要
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既存農機具倉庫を除却し、隣接地に農機具倉庫を新築する。

（3）Ｓ造ユニット倉庫の設置工事

（6）造作棚の設置工事

（5）電灯分電盤、コンセント設備の設置工事

（4）電気幹線引込工事

（1）木造農機具倉庫の除却工事（電気幹線の移設含む）
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内部:(　)箇所

　 る。

   とする。

　 する。

② 接着剤及び塗料は、トルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少ない材料を使用

   アセトアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極めて少ない材料を使用したもの

　 い難揮発性の可塑剤を除く）が添加されていない材料を使用する。

　 塗料、仕上塗材は、アセトアルデヒド及びスチレンを発散しない又は発散が極めて少ない

④ ①の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器類は、ホルムアルデヒド、

③ 接着剤は、可塑性（フタル酸ジ-n-プチル及びフタル酸ジ-2-エチルヘキシル等を含有しな

　 材料で、設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の区分に応じた材料を使用す

(2.2.4)
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設備機器の位置、取合い等の検討できる施工図を提出して、監督職員の承諾を受ける。

※　図示　　　　　　・　設計GL＝現状GL

足場を設ける場合、標仕2.2.4(b)によるほか、設置においては「手すり先行工法に関するガイド

ライン」の別紙１「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」における2の(2)手すり

据置き方式又は(3)手すり先行専用足場方式により行う。

２．監督員事務所

３．工事用水

４．工事用電力

１．足場その他

　規模　　※　10㎡程度　　・　20㎡程度　　・　（　　　）㎡程度

(2.3.1)

(2.3.1)

(2.3.1)

・A種　適用場所（　　　　　　）　

・B種　適用場所（　　　　　　）　

・C種　適用場所（　　　　　　）　土質（　　　　　　）　受渡場所（　　　　　　）　

・D種  適用場所（    　　　　）

材料及び工法

※標準仕様書表3.2.1による

種別

3

土
工
事

　（品質　細粒分（75μm以下）の含有率（重量百分率）の上限を50％未満とする）

 (3.2.5)

１．埋戻し及び盛土

２．建設発生土の処理

(3.2.3)(表3.2.1)

　　　　　六価クロム溶出試験　　・　行う（現場説明書による）　　・　行わない

・　構内の造成に利用　・　構内指示の場所に堆積　・　構内指示の場所に敷き均し

金属複合板　　　　　金属板と樹脂を複層一体化したもの。

　　　　　　　　　　無石綿の繊維質原料等を主原料として、板状に押出成形しオートク

　　　　　　　　　　レープ養生したもの。

(種類)　※JIS A 9521に基づく押出法

ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ断熱材3種bA(ｽｷﾝ層付き)

又はJIS A 9511による押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝ

ﾌｫｰﾑ保温材の保温板3種b(ｽｷﾝあり)

(厚さ)　・　25mm　・　50mm　・　　

・　図示

・　図示

・　図示

・　図示

・　図示

・　図示

・　図示

・　図示

特 記 仕 様 書

Ⅰ.　　工事概要

特記仕様書（１）

３．工事種目

建　物　別 種　別 構　造 階　数 梁間(ｍ) 桁行(ｍ) 建築面積(㎡) 延面積(㎡)
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・

ブロックの種類等  (8.3.2～4)

 (8.2.2、3、5、7、8)

モルタルの調合（容積比）

断面形状及び
 正味厚さ

ﾓﾃﾞｭｰﾙ呼び寸法

長さ 高さ
(mm)

ブロックの種類等

塀に用いるブロックの正味厚さ(mm)

適用箇所

 による区分

備考化粧の有無

・無　・有

各部の配筋

※標準仕様書表8.2.1による

※図示による　　

壁鉄筋の継手、定着及び末端部の折り曲げ形状

各部の配筋

まぐさを受ける開口部両側のブロックのモルタル又はコンクリートで充填する範囲

・

・セメント（　　　　　　）：砂（　　　　　　）

・

ﾓﾃﾞｭｰﾙ呼び寸法

長さ 高さ

(表8.3.1)以外
備考化粧の有無

・無　・有

・無　・有

・空洞ブロックＣ(16)

の適用箇所

圧縮強さに (mm)

断面形状及び
 正味厚さ

(mm)
による区分

圧縮強さに (mm)

目地仕上げ

・押し目地仕上げ

・化粧目地仕上げ

モルタルの調合（容積比）

※標準仕様書表8.2.1による

・セメント（　　　　　　）：砂（　　　　　　）

・

 (8.4.2～5)

区分
単位荷重（N/㎡）

・外壁用

・間仕切

・屋根用

・床用

厚さ

(mm)

幅 及び 耐火性能 構法の

・
・A種

・B種

・C種

・D種

※F種

・E種

種別(時間)

・なし

・1

・なし

・1

・0.5

・1

・2

長さ

図示に

よる

図示に

よる

図示に

よる

図示に

よる

図示に

よる

・・

・

・

正荷重 負荷重

・

・・

－

－

・

・・

・

・・

・

－

－ －

－ －

・一般

・コーナー

壁用

・一般

・コーナー

・平

・意匠

・平

・意匠

ALCパネルの区分等

パネルの相互の接合部に挿入する耐火目地材

外壁、屋根パネルの構法

１．補強コンクリート

　　ブロック造

２．コンクリートブロック

　　帳壁及び塀

３．ALCパネル

孔あけ及び欠き込みの 切断後のパネルの

大きさ 残り部分の幅

短辺

長辺

短辺

長辺

パネルに孔あけ

を設ける場合

・　パネル幅の1/2以下、かつ、300㎜以下

・　パネル幅の1/2以下、かつ、300㎜以下

・　500㎜以下

・　500㎜以下

・　150㎜以下

・　300㎜以下

・　150㎜以下

・　300㎜以下を設ける場合

パネルに欠き込み

(9.2.2～5)(表 9.2.3～9)

防水層の種別

屋根保護防水
9

防
水
工
事 ※ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ 厚さ0.15mm

  以上又はﾌﾗｯﾄﾔｰﾝｸﾛｽ 

※ﾌﾗｯﾄﾔｰﾝｸﾛｽ 70g/㎡程度

部分粘着層付改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ

平場の保護コンクリートの厚さ

こて仕上げ　　※水下　80mm以上

床タイル張り　※水下　60mm以上

・

・

立上り部の保護工法　

窯業系パネルⅠ類　　厚さ（　　　　　　）mm　　幅（　　　　　　）mm

改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ　

厚さ（　　　　　　）mm以上

※標準仕様書表9.2.3及び表9.2.4による

用途による区分　　

材料による区分　　※R種

厚さ（　　　　　　）mm以上

※標準仕様書表9.2.5及び表9.2.6による

用途による区分　　

材料による区分　　※R種

・乾式保護材（品質・性能、試験方法は別表による）

・JIS A 6013に基づく種類及び厚さ

・JIS A 6013に基づく種類及び厚さ

種別 施工箇所 断熱材　 絶縁用シート

・A-1

・A-2

・A-3

・B-1

・B-2

・AⅠ-1

・AⅠ-2

・AⅠ-3

・BⅠ-1

  70g/㎡程度

・BⅠ-2

立上り部への断熱材及び絶縁用シート

※設置しない　　・設置する 

□Ｇ

・れんが押え（※JIS R 1250　　・　　　　　　）

・コンクリート押え

・モルタル押え（屋内）

１．アスファルト防水

※図示による　　・　

塀の高さが2m以下　※120　　・　

　　　　　2m超え　※150　　・　

※図示による　　・　

※図示による　　・　

・電子データ(JPEGフルカラ

　ー・圧縮率1/4程度)

 (1.4.2)

2) 備考欄に商品名が記載された材料は、当該商品又は同等品を使用するものとし、同等品を

3) 標準仕様書に記載されていない特別な材料の工法については、材料製造所の指定する工法と

   する。

　 使用する場合は監督職員の承諾を受ける。

① 品質及び性能に関する試験データを整備していること。 

② 生産施設及び品質の管理を適切に行っていること。 

③ 安定的な供給が可能であること。 

④ 法令等で定める許可、認可、認定又は免許を取得していること。 

⑤ 製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。 

⑥ 販売、保守等の営業体制を整えていること。 

建築材料等８．材料の品質等

1) 本工事に使用する建築材料等は、設計図書に定める所要の品質及び性能の他、通常有すべき

   品質及び性能と同等以上のものを使用する。

4) 本工事に使用する材料のうち、JIS及びJASの表示のない材料及び製造業者等は、次の①から

　 ⑥の事項を満たすものとし、その証明となる資料（外部機関が発行する証明書の写し等）を

　 監督職員に提出して承諾を受ける。

5) なお、（一社）公共建築協会で発行する「建築材料・設備材料等品質性能評価事業建築材料

　 等評価名簿（最新版）」に指定された材料については、上記①～⑥に該当するものとする。

９．技能士

適用工事種別 技能検定作業

　・ 左官作業

測定方法　　　※　パッシブ法（拡散法）　　　・　アクティブ法（吸引法）

 (1.5.2)

 (1.5.9)

　　　　　　　　検査機関

測定物質

測定箇所（室）

　図示　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計　　４　　箇所

　　　※　試料採取にあたっては、監督員又は監督員が指定する者が立会いの下に行う。

化学物質の室内汚染濃度指針値

ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ

0.08ppm 0.07ppm

ﾄﾙｴﾝ ｷｼﾚﾝ

0.05ppm

ｴﾁﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝ

0.88ppm

ﾊﾟﾗｼﾞｸﾛﾛﾍﾞﾝｾﾞﾝ

0.04ppm

ｽﾁﾚﾝ

0.05ppm

備　考

　　　　　　　　※　環境計量証明事業の知事登録がある者で、監督員が承諾した者

　
　　※　ホルムアルデヒド　　※　トルエン　　※　キシレン　　※　エチルベンゼン

　　※　パラジクロロベンゼン　　※　スチレン

※　作図する

　※　完成図（※　設計図書で示したもの全て　・　標仕表1.7.2による

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　監督員の指示による）

　　　　　　　　※　CADデータ（※　CD-R（２部）　　・　　　　　　　　　　）

箇所数

外観正面

上記と異なる外部

撮影部位及び

セル以上で画像

補正を行ったも
の

1280×960ピクセ

ル以上かつ、撮 
影したデジタル

カメラの設定の

うち最高の画質

:( ２ )箇所

画質等

程度
(JPEGフルカラー)

下記のものを監督職員へ提出する。原版は撮影業者の保管とする。

提出部数分類・規格

電子データ（CD-R） ※　２部

※　２部

 (1.7.1～1.7.3)(表1.7.1)

　・ とび作業

　・ 鉄筋組立作業

　・ 型枠施工　　・ ｺﾝｸﾘｰﾄ圧送工事作業

　・ 構造物鉄工作業　　・ とび作業

　・ ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ工事作業

　・ ｴｰｴﾙｼｰﾊﾟﾈﾙ工事作業

　・ ｱｽﾌｧﾙﾄ防水工事作業　　・ ｳﾚﾀﾝｺﾞﾑ系塗膜防水工事作業

　・ ｱｸﾘﾙｺﾞﾑ系塗膜防水工事作業　　・ 合成ｺﾞﾑ系ｼｰﾄ防水工事作業

　・ 塩化ﾋﾞﾆﾙ系ｼｰﾄ防水工事作業　　・ ｾﾒﾝﾄ系防水工事作業

　・ ｼｰﾘﾝｸﾞ防水工事作業　　・ 改質ｱｽﾌｧﾙﾄｼｰﾄﾄｰﾁ防水工事作業

　・ FRP防水工事作業

　・ 石張り作業

　・ ﾀｲﾙ張り作業

　・ 大工工事作業

　・ 内外装板金作業　　・ かわらぶき　　・ ｽﾚｰﾄ工事作業

　・ 鋼製下地工事作業　　・ 内外装板金作業

　・ 金属製ｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ工事作業　　・ ｻｯｼ施工作業　　・ ｶﾞﾗｽ工事作業

　・ 建築塗装作業

　・ ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ系床仕上げ工事作業　　・ ｶｰﾍﾟｯﾄ系床仕上げ工事作業

　・ ﾎﾞｰﾄﾞ仕上げ工事作業　 ・ 壁装作業

　・ 建築配管作業

　・ 溶融ﾍﾟｲﾝﾄﾊﾝﾄﾞﾏｰｶｰ工事作業　　・ 加熱ﾍﾟｲﾝﾄﾏｼﾝﾏｰｶｰ工事作業

　・ 造園

　・ 畳製作　・ 家具製作　・ 樹脂接着剤注入施工　その他

　植栽工事

　舗装工事

　排水工事

　内装工事

　塗装工事

　ｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ工事

　建具工事

　左官工事

　・ 建具製作　・ ｻｯｼ施工作業　・ ｶﾞﾗｽ工事作業　・ 自動ﾄﾞｱ施工作業

　金属工事

　石工事

　タイル工事

　木工事

　屋根及びとい工事

　仮設工事

　鉄筋工事

　ｺﾝｸﾘｰﾄ工事

　鉄骨工事

　ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ･ALCﾊﾟﾈﾙ

　押出成形ｾﾒﾝﾄ板工事

　防水工事

4500×3000ピク

画素数及び
撮影者

建築完成写真の
撮影実績がある

者で、監督職員
が承諾する撮影
業者

　　　　　　　　　　　　　作図方法（※　CADで作成し出力　　　　・　　　　　　　）

※　保全に関する資料（２部）

２．工事実績情報の登録

建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重の算定には次の条件を用いる。

風速（Vo=　30　m/s）

地表面粗度区分 （・Ⅰ 　・Ⅱ 　・Ⅲ 　・Ⅳ）

平成12年5月31日建設省告示第1455号における区域　別表（　　 27 　　）

３．適用区分

４．電気保安技術者

５．施工条件明示事項

６．発生材の処理等

　また、収集・運搬・中間処理・最終処分等の処理について予め監督職員と協議すること。

・引渡しを要するもの 　　

・再生資源の利用を図るもの

① 合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、MDF、 パーティクル

 (1.4.1)

　 ボード、その他の木質建材、ユリア樹脂板、壁紙、接着剤、保温材、緩衝材、断熱材、

７．環境への配慮 化学物質を放散させる建築材料等

1) 本工事の建築物内部に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有する

　 と共に、次の①から④を満たすものとする。

 (1.1.4)

 (1.3.3)

 (1.3.5)

 (1.3.11)

※　適用する　　　　・　適用しない

・　風圧力

・　積雪荷重 　　

※　適用する　　　　・　適用しない

※　別紙解体工事仕様書による　　・　構外搬出適正処理　　・　現場説明書による

特　　記　　事　　項項　　目

1

章

一
般
共
通
事
項

１．適用基準等

・　工事写真の撮り方（改訂第二版）建築編　　　　国土交通省大臣官房官庁営繕部

４．工事内容

Ⅲ.建築工事仕様　（構造関係を除く）

Ⅱ.管理技術者等
管理技術者設計事務所名

　　　　　　　　 主任担当技術者 　　　　　　　　　　　　担当技術者

・「現場説明事項・施工条件明示事項」による

１．共通仕様

　（２）標準仕様書で、「特記がなければ、」以下に具体的な材料・工法・検査方法等を明示している場合において、

　　　　それらが関係法令等（条例を含む）と異なる場合には、具体的な対応策について監督職員と協議すること。

　（２）特記事項は、・印の付いたものを適用する。

　　　　・印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。

　　　　・印と※印の付いた場合は、共に適用する。

　（３）特記事項に記載の( . . )内の表示番号は、標仕の当該項目、当該図又は当該表を示す。

　（４）特記事項に記載の(別 . . )は（5.3.7）による別図「各部配筋」の当該項目を示す。

　（５）製造所名は、五十音順とし｢株式会社｣等の記載は省略する。

２．特記仕様

　（１）項目は、番号に　 印の付いたものを適用する。

　（１）図面及び特記仕様に記載されていない事項は、全て国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築工事標準

　（３）電気設備工事及び機械設備工事を本工事に含む場合は、電気設備工事及び機械設備工事はそれぞれの標準仕

　　　　様書を適用する。

　（６）Ｇ印は、「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律」(グリーン購入法)の特定調達品目を示す。

・　建設工事公衆災害防止対策要綱（建築工事編）　国土交通省大臣官房技術調査課

・　長野県建設リサイクル推進指針　　　　　　　　長野県建設部

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・土地・建設産業局建設業課

10．化学物質の濃度測定

11．完成図等

12．完成写真

13．設備工事との取合い

14．設計GL

　　　　仕様書（建築工事編）最新版」（以下「標仕」という。）による。

・　建築工事標準詳細図（最新版）　　　　　　　　国土交通省大臣官房官庁営繕部

・　敷地調査共通仕様書（最新版）　　　　　　　　国土交通省大臣官房官庁営繕部

・　建築構造設計基準（最新版）　　　　　　　　　国土交通省大臣官房官庁営繕部

・　公共建築改修工事標準仕様書（最新版）　　　　国土交通省大臣官房官庁営繕部

・　木造建築工事標準仕様書（最新版）　　　　　　国土交通省大臣官房官庁営繕部

・　設ける　　　※　設けない

　　作成方法　　・　原図　　用紙　　（・　A1　　・　A2　　・　A3白紙　　　　）

　　　　　　　　※　製本（原図の白焼き　・見開きA１版（１部）　・見開きA３版（４部））

・カラー印画紙

　フォトアルバム

　アルバムのサイズはH320×D300程度とする。

１章 適用区分による風圧力の（・1　　・1.15　　・1.3）倍の耐風圧性能

（パネル短辺小口相互の接合部、外壁、間仕切壁パネルの出隅及び入隅のパネル接合部並びに

パネル幅の最小限度を300mm未満とする場合

外壁、間仕切壁パネルの伸縮目地への耐火目地材の充填

パネルと他部材との取り合い部）

・適用する　　・適用しない

目地幅(mm)

外壁パネル構法及び間仕切壁パネル構法における耐震性能

建築非構造部材の耐震性能に係る特記事項による 

・図示による　　・　

※10～20　　・　

４．押出成形セメント板

　　（ECP）

(8.5.2～5)

　注）F：フラットパネル、D：デザインパネル、T：タイルベースパネル

パネルの種類

・外壁パネル

・間仕切壁パネル

形状 長さ(mm) 幅(mm) 工法の種別

※600
・A種　・B種・D

・F

・D

・T

・T

・F ・ 50 ・ 60 

・50 ・60

  60

・ 50 ・ 60 

・50 ・60

  60

・B種　・C種

備考

・

※600

・

ECPの種類等

やむを得ず欠き込み等を行う場合は、下表の寸法を限度とし、欠損部分を考慮した強度を確認

外壁パネルの工法における耐風圧性能

パネル相互の目地幅(mm)　　

出隅及び入隅のパネル接合目地の目地幅(mm)

した資料を提出する

1章 適用区分による風圧力の（・1　　・1.15　　・1.3）倍の耐風圧性能

パネル幅の最小限度を300mm未満とする場合

耐火構造以外の目地及び隙間の処理

・長辺（　　　　　　）　　短辺（　　　　　　）

外壁パネル工法及び間仕切りパネル工法における耐震性能

建築非構造部材の耐震性能に係る特記事項による 

・図示による　　・　

※15程度　　・　

※パネルの製造所の仕様　　・　

　図　示

　図　示

構内既存の施設　　・　利用できる（　※　有償　・　無償）　　・　利用できない

構内既存の施設　　・　利用できる（　※　有償　・　無償）　　・　利用できない

23.6

特-01菅平薬草栽培試験地農機具倉庫建設工事

菅平薬草栽培試験地農機具倉庫建設工事

１．工事場所　　　　上田市真田町長十の原

２．敷地面積（㎡）　─

※　適用しない

・　適用する（一級技能士を採用している現場である旨の表示をすること。）

:(０)箇所、

内部:(５)箇所

外部:(０)箇所、

内部:(０)箇所

・　構外搬出適切処理

特記仕様書（２）～（４）による

00017940
テキストボックス
令和５年度菅平薬草栽培試験地農機具倉庫建設工事



検図

製図

4.鋼杭地業

　・ 遠心力高強度プレストレストコンクリート杭（PHC杭）

　・ 外殻鋼管付きコンクリート杭（SC杭）

Ⅰ 建物構造概要等

１．建物概要

　工事名称

　工事場所

　主要用途

　階数

　建物高さ

　工事種別

　増築計画

　構造種別

㎡

ｍ ｍ

　・ 新築　　　・ 増築　　　・ 改築　　　・ 移転

　・ 有り　　　・ 無し

２．構造計算条件

　b　耐風設計条件

　a　耐震設計条件

　基準風速（Ｖ0）

　地表粗度区分 ・ Ⅰ　　　・ Ⅱ　　　・ Ⅲ　　　・ Ⅳ

　c　耐積雪設計条件

　建設地の標高

　多雪区域の指定

　設計垂直積雪量

　・ 有り　　　・ 無し

１．共通仕様

　（１）図面及び特記仕様に記載されていない事項は、全て国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築工事標

Ⅱ 建築工事仕様（構造関係）

　（２）標仕で、「特記がなければ、」以下に具体的な材料・工法・検査方法等を明示している場合において、そ

　　　れらが関係法令等（条例を含む）と異なる場合には、具体的な対応策について監督職員と協議すること。

２．特記仕様

　（１）項目は、番号に　 印の付いたものを適用する。

　（２）特記事項は、・印の付いたものを適用する。

　　　　・印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。

　　　　・印と※印の付いた場合は、共に適用する。

　（３）特記事項に記載の( . . )内の表示番号は、標仕の当該項目、当該図又は当該表を示す。

　（４）特記事項に記載の(別 . . )は（5.3.7）による別図「各部配筋」の当該項目を示す。

　（５）製造所名は、五十音順とし｢株式会社｣等の記載は省略する。

章 項　　目 特　　記　　事　　項

(4.3.2)種類等　　コンクリート杭地業

3.既製

1.支持力又は支持地盤

　　　　　　　　の確認

４
　
地
業
工
事

2.液状化対策

・ 行わない

試験掘り(根切り底の状態の確認等)

・行う

・行わない

支持地盤の位置及び種類(基礎ぐいの先端の位置含む)

支持地盤の位置及び種類(基礎底部の位置含む)

試験の位置、方法等

・地盤の載荷試験

・直接基礎

・杭基礎 (4.3.4)(4.3.5)(4.5.4)(4.5.5)

(3.2.1)

(4.2.4)

・ 行う（工法、施工範囲、仕様及び計測、試験等は構造図による（　　　　　　））

材料

　・

　・プレストレスト鉄筋コンクリート杭（PRC杭）

　寸法、継手、性能等　(種別：種類、性能及び曲げ強度区分) (4.2.2)(4.3.2)(4.3.3)

鋼管厚

本　杭

試験杭

備　考
長期設計支

(mm) 持力(kN/本)

上杭

ｾｯﾄ数
杭径

(mm)
継手数種類

コンクリート

強度(N/mm )

杭長

(m)

中杭

下杭

上杭

中杭

下杭

2

(4.3.2)

(4.3.1)

(4.2.2)(4.3.4)

(4.3.7)

(4.2.2)(4.3.5)

(4.3.7)

(4.3.2)(4.3.6)(7.2.5)

施工方法

・H13国土交通省告示第1113号第6 による地盤の許容支持力式でα=250を採用できる工法

試験杭の位置　　

試験杭

杭周固定液　　

α=（　　　）、β=（　　　）、γ=（　　　）

α、β、γが下記の値を採用できる工法

・中堀り拡大根固め工法

・プレボーリング拡大根固め工法

・特定埋込杭工法

・セメントミルク工法

アースオーガーの支持地盤への掘削深さ

杭の支持地盤への根入れ深さ

杭継手工法　　

・無溶接継手(継手部に接続金具を用いた方式のもの)　

検査

杭頭の処理　　

施工

・処理する　

処理方法（切断にともなう補強方法含む）　

杭頭の中詰め材料　　

杭の精度

水平方向の位置ずれ　　

工法

杭の傾斜　　

・標準仕様書 4.3.6による

・処理しない

・アーク溶接継手　

・使用する　 ・使用しない

・ 

・H13国土交通省告示第1113号第6 による地盤の許容支持力式の内

杭の精度

水平方向の位置ずれ　　

杭の傾斜　　

※評定等により定められた項目

※評定等をされた施工管理基準による

※評定等を受けた工法

試験杭の位置　　

試験杭

工法

溶接材料　　

               ※評定等の内容による

杭先端部形状　　

形状　　

・無溶接継手（継手部に接続金具を用いた方式のもの）　

検査

施工

溶接材料　　

杭の現場継手　　

・溶接継手

・標準仕様書 7.2.5(a)(b)による

工法

※評定等により定められた項目

※評定等をされた施工管理基準による

※評定等を受けた工法

杭頭の処理　　

・処理する　

処理方法（切断にともなう補強方法含む）　

杭頭の中詰め材料　　

・処理しない

・図示による（　　　　　）

・ 

(4.4.5)

(4.4.2)

(4.3.7)(4.4.6)

(4.3.7)(4.4.6)

　　コンクリート杭地業

5.場所打ち 掘削工法

　・ アースドリル工法（安定液　　・ 使用する　　・ 使用しない）

　・ リバース工法

　・ オールケーシング工法（孔内の水張り　　・ 行う　　・ 行わない）

(4.5.1)(4.5.4)

併用する工法

　・　

　・ 場所打ち鋼管コンクリート杭工法

　　　鋼管径、板厚、長さ等　　・ 構造図（　　　　）による　　

　・ 拡底杭工法（安定液　　・ 使用する　　・ 使用しない）

(4.5.1)(4.5.5)

軸径

(mm)

拡底径

(mm)

杭長

(ｍ)

ｾｯﾄ

数

長期設計支持力

(kN/本)

備　考

試験杭

本　杭

(4.2.2)寸法、継手等

帯筋　　

鉄筋かごの補強　　 (4.5.3)

(4.5.3)

・標準仕様書4.5.3(2)(ⅲ)による

・図示による（　　　　　　　）

・ 

・図示による（構造関係共通図（配筋標準図）6.2帯筋(b)(3)⑥(ロ)）

鉄筋の重ね継手長さ、主筋の基礎底盤への定着長さ　　 (4.5.3～4.5.5)

測定箇所

試験杭の位置　

・孔壁測定

試験杭

(4.5.4)(4.5.5)

(4.2.2)(4.5.4)(4.5.5)

杭の精度

水平方向の位置ずれ　　

(4.5.4)(4.5.5)

鉄筋の最小かぶり厚さ (4.5.3)

コンクリートの設計基準強度　

コンクリートの種別　　

(4.5.3)

構造体強度補正値 (4.5.3)

・A種　・B種

・100㎜以下　・ 

セメントの種類　　

・図示による（　　　　　）・ 

杭の傾斜　　

・図示による(　　　　　　)

・評定等の内容による

・評定等の内容による

(4.5.3)

(4.5.3)

              　 ※認定等の内容による

測定方法

呼 び 径 (㎜)種類の記号

・ SD295A

・ SD345

・ 

鉄筋の種類

備　考

(4.5.3)

・3N/mm2

6.砂利地業

厚さ及び適用範囲

厚さ 適用箇所

材料　　　※ 再生クラッシャラン　　・ 切込み砂利及び切込み砕石

7.捨てコンクリート地業 厚さ及び適用範囲

厚さ 適用箇所

8.床下防湿層 (4.6.5)

9.地盤改良

六価クロム溶出試験　　※ 行う　　・ 行わない

10.置換コンクリート地業

（ラップルコンクリート

地業）

型枠使用の有無

　・ 無し

　・ 有り

　 　型枠の使用箇所等は構造図（　　　　）による

(4.6.2)

(4.6.3)

(4.6.4)(6.14.1)

(4.6.2)

種類及び施工方法等

　・図示による（　　　　）

（　　30　　）ｍ／秒

・ 50

・150

施工範囲　　・図示による（　　　　）　　・　全体

種類等

　※ 先端翼付き回転貫入鋼管杭　（Ｎ－ＥＣＳパイル工法）

種類の記号

寸法、継手等

本　杭

試験杭

備　考
長期設計支持力

（kN/本）       

上杭

種類

中杭

下杭

上杭

中杭

下杭

厚さ

(mm)
ｾｯﾄ数

杭径

(mm)
継手数

杭長

(m)

(4.2.2)(4.4.2)

(4.4.2)

・特定埋込杭工法

試験杭の位置　　

試験杭

杭の精度

水平方向の位置ずれ　　

杭の傾斜　　

・H13国土交通省告示第1113号第6 による地盤の許容支持力式でα=250を採用できる工法

α=（　　　）、β=（　　　）、γ=（　　　）

α、β、γが下記の値を採用できる工法

・中堀り拡大根固め工法

・ 

・H13国土交通省告示第1113号第6 による地盤の許容支持力式の内

工法

               ※評定等の内容による

(4.4.4)

(4.4.1)

(4.2.2)

・SKK400　　・SKK490

先端部の補強　

杭先端部形状

先端部の補強（補強バンド等）及びその他付属品の材質

(4.4.2)

(4.4.2)

施工方法　　

※大臣認定取得時性能評価書に準じる

・図示による(　　　　)

・杭径の1/4かつ100㎜以下

・図示による(　　　　　　)

位置等　　・図示による(　　　　)

・ 50

・ 30

　　SC杭の鋼管材料　　・ SKK400　　・ SKK490

・開放形　・半開放形　・閉そく形

・1.5ｍ程度

・1.0ｍ以上

・杭径の1/4かつ100㎜以下

・1/100以内

・図示による(　　　　　　)

・杭径の1/4かつ100㎜以下

・1/100以内

・図示による(　　　　　　) 

・標準仕様書 7.2.5(a)(b)による　　　・図示による（　　　　　）

・図示による(　　　　　　) 　 

・基礎のコンクリートと同調合のもの　　　

・開放形　・半開放形　・閉そく形　

・標準仕様書 図4.4.1、表4.4.2による　　

・SS400と同等又はそれ以上　

・1/100以内 

・図示による(　 　 　) 

・JIS A 5525による

・図示による(　　　　　　) 　

・基礎のコンクリートと同調合のもの　　

　　　鋼管巻き材料　　・ SKK400　　・ SKK490　　　

・100㎜　　　・125mm　　　　

※高炉セメントB種　　　

・図示による(　　　　　　)　　

・図示による(　　　　　　) 　

・試験杭(　　)箇所及び本杭(　　)箇所　　

・超音波測定器　　 

・1/100以内

防湿工法　　・ ポリエチレンフィルム厚さ0.15mm以上

・ 基礎梁下

・ 基礎下、土間下

・ 基礎下、土間下

防湿層の位置　　・１階の土間下断熱材直下地上　１階Ｓ造　　　地下　　　　　　　造

特記仕様書（構造関係）

-------

地上　１階　　　地下　　階　　　塔屋　　階

　架構形式

　耐震構造方式

　耐震安全性の分類

　Ｘ方向

　Ｙ方向

　・ 耐震構造　　　・ 免震構造　　　・ 制震構造

　・ Ⅰ類（Ｉ＝1.50）　　　・ Ⅱ類（Ｉ＝1.25）　　　・ Ⅲ類（Ｉ＝1.00）

　棟　名

地域係数

　地震荷重 建物一次固有周期

地盤種別

　計算ルート Ｘ方向

Ｙ方向

　設計層間変形角 Ｘ方向

Ｙ方向

一次設計

一次設計

二次設計

二次設計

棟　名

・ 基礎下、基礎梁下、土間下

　延べ面積

　 軒 高

　　　準仕様書（建築工事編）令和４年版」（以下「標仕」という。）による。

23.06

菅平薬草栽培試験地農機具倉庫建設工事

特記仕様書（2） 特

菅平薬草栽培試験地農機具倉庫建設工事

上田市真田町長十の原

倉庫

ブレース構造

ブレース構造

倉庫棟

58.58

4.022 3.900

形状等　　・ 構造図（　　）による

支持地盤　　・ 構造図（　　　）による

支持地盤の長期設計支持力　　（　　）kN/mm2

・図示による（　　　）

・図示による(　S-01　)

（　 1395　　）ｍ

（　　152　　）ｃｍ

０２

　　　　　　　　・ 土間下

00017940
テキストボックス
令和５年度菅平薬草栽培試験地農機具倉庫建設工事



・図示による(　S-016、S-017、S-019、S-020　　　) 　 

検図

製図

-------

2016.12改訂

５
　
鉄
筋
工
事

６
　
コ
ン
ク
リー

ト
工
事

７
　
鉄
骨
工
事

          （カットオフ鉄筋の長さ共） (5.3.4)

・ 

・図示による（構造関係共通図（配筋標準図）5.1、6.1、7.1、7.3、8.1）

継手位置図

(5.3.4)鉄筋の定着長さ

・図示による（　　　　　）

・図示による（構造関係共通図（配筋標準図）図5.4）

・図示による（構造関係共通図（配筋標準図）図5.3）

・図示による（構造関係共通図（配筋標準図）図5.2）

基礎梁主筋の継手位置図

重ね継手の長さ (5.3.4)

※ D19以上

・ 重ね継手　・ ガス圧接

その他の鉄筋(　　　　　　　　) ・ 重ね継手　・ 

・ 溶接継手

・ 重ね継手　・ 耐力壁の鉄筋

柱、梁の主筋

基礎、耐圧スラブ、土圧壁

部　 位 継 手 方 法

・ ガス圧接　・ 機械式継手

(5.3.4)(5.5.2)(5.5.3)継手方法等

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ

(5.2.1)(表5.2.1)

規格の名称 種類の記号 呼び径（mm） 適用箇所 備考

用棒鋼

（異形鉄筋）

・ SD295A ※ D16以下

・ SD345 ※ D19以上

種類の記号

2.溶接金網 (5.2.2)形状等

種類 適用箇所網目の形状、寸法、鉄線の径（mm）

・ 溶接金網

・ 鉄筋格子

1.鉄筋

3.鉄筋の継手

4.鉄筋の定着長さ

使用箇所

H12建告第1463号に適合する性能　

品質の確認方法　

不良となった継手の修正方法等　

・A級　　・ 

鉄筋相互のあき (5.3.5)

(5.5.3)

(5.5.3)

(5.5.3)

溶接継手の工法　　　・図示による(　　　　　　) 　 (5.5.3)

・図示による（構造関係共通図（配筋標準図）4.1）

・ 

・図示による (　　　　　　) 　

 ・図示による(　　　　　　) 

・標準仕様書1.2.2(b)施工計画書の品質計画による 　

・標準仕様書1.2.2(b)施工計画書の品質計画による 　

溶接技術者

・標準仕様書5.5.3(f)による

・JIS Z 3882（鉄筋の突合わせ溶接技術検定における試験方法及び判定基準）による　

　技量を有する者 　

機械式継手の工法(　　　　　　　　　　　　　　　　　)

使用箇所

H12建告第1463号に適合する性能　

品質の確認方法　

不良となった継手の修正方法等 

・A級　　・ 

(5.5.2)

鉄筋相互のあき (5.3.5)

(5.5.2)

(5.5.2)

(5.5.2)

・図示による（構造関係共通図（配筋標準図）4.1）

・ 

・図示による (　　　　　　) 　

 ・図示による(　　　　　　) 

耐久性上不利な部分(塩害等を受けるおそれのある部分等)　

・ 

(5.3.5)最小かぶり厚さ

・有り　適用箇所(　　　　　　　　　)

・無し

鉄筋相互のあき(機械式継手及び溶接継手を除く)

柱及び梁の主筋にD29以上の使用の有無

  主筋のかぶり厚さを径の1.5倍以上確保する

・無し

・図示による（構造関係共通図（配筋標準図）表4.1）

(5.3.5)

・ 

・有り　適用箇所(　　　　　　　　　)

・　

・最小かぶり厚さに加える厚さ　　( 　　)㎜

　　　　　　　（目地底から算出を行う）

　及び間隔

　（溶接金網含む）

5.鉄筋のかぶり厚さ

6.機械式継手

7.溶接継手

※ （社）日本建築学会「JASS 6 鉄骨工事」　付則6「鉄骨精度検査基準」による

(別7.3)各部配筋

(　　　　　　)

帯筋

組立の形の種別

・図示による

・構造関係共通図（配筋標準図）11.2（　　　形）による

梁貫通孔径（部材記号含む）及び配筋種別リスト

(5.4.9)外観試験　　　　※行う（全数）

抜取試験　 (5.4.9)(5.4.10)

8.各部配筋

・ Ａ種　　・ Ｂ種　　・ Ｃ種　　　（　　　ヶ所）　　　　　　

・引張試験

試験ロット：1組の作業班が1日に行った圧接箇所とする。なお、200箇所を超えるときは

　　　　　　200箇所ごととする。

試験の箇所数：１ロットに対して（※３本　・５本）とする。

・超音波探傷試験　

試験ロット：1組の作業班が1日に行った圧接箇所とする。

試験の箇所数：１ロットに対して30箇所とし、ロットから無作為に抜き取る。

設計基準強度

※ 普通コンクリート (6.1.3)(6.1.4)(6.2.1～6.2.3)

気乾単位容積質量 スランプ
適 用 箇 所

Fc（N/mm2） （t/m3） （cm）

・ 21 2.3程度 15又は18

※ 24

15又は18

・ 18 2.3程度 15又は18

4.骨材の種類 使用骨材のアルカリシリカ反応による区分

　・ Ａ

　・ Ｂ（コンクリート中のアルカリ総量Rt=3.0kg/m3以下）

1.コンクリートの

　種類及び強度

2.コンクリートの種別 類　別　　

※Ⅰ類（JIS A 5308への適合を認証されたコンクリート）

・Ⅱ類（JIS A 5308に適合したコンクリート)

セ メ ン ト の 種 類 適 用 箇 所

　※ 普通ポルトランドセメント又は

　　　　　　　　　　　　混合セメントのＡ種

　・ 高炉セメントＢ種

　・ フライアッシュセメントＢ種

下記以外全て

・ 1FLより下部（立ち上がり部含む）

・ 

　普通ポルトランドセメントの品質は、JIS R 5210に示された規定の他、次の規定の全てに

　適合するものとする。ただし、無筋コンクリートに用いる場合を除く。

水和熱
28日

 7日 352J/g以下

402J/g以下

3.セメント (6.3.1)

(6.3.1)

(6.2.1)

5.混和材料 ・混和剤

混和剤の種類

混和材の種類

(6.3.1)

(6.3.1)

6.無筋コンクリート

設計基準強度

Fc（N/mm2）

スランプ

（cm）
セ メ ン ト の 種 類 適 用 箇 所

　※ 18

　・ 

※ 15

　 又は18

・ 

　　　　　又は混合セメントのＡ種

・ 高炉セメントＢ種

・ フライアッシュセメントＢ種

　※ 普通コンクリート

コンクリートの種類

・混和材

※ 普通ポルトランドセメント

(6.2.1、6.3.1、6.14.1)

※標準仕様書 6.14.1(e)による箇所　

・図示による（　　　　　）

(6.6.3)(6.8.2)(9.7.3)

(6.8.2)

(6.2.5)(6.8.3)

7.ひび割れ誘発目地、

　打継目地

8.コンクリートの仕上り

目地寸法

適 用 箇 所種　別

・ A種

・ C種

・ B種

合板せき板を用いるコンクリートの打放し仕上げ

間隔・位置・形状

※図示による

※図示による

※ひび割れ誘発目地、打継目地の深さ寸法は、躯体外側の打ち増し厚さ部で処理する

（　　　　　　）

・打放し仕上げの打増し厚さ(外部に面する部分に限る) (6.8.2)

・打放し仕上げの打増し厚さ(内部に面する部分に限る)

打増し厚さ9.打増し厚さ

　(打放し仕上げ部)

・外装タイル後張り面の打増し処理

打増し範囲

せき板の材料及び厚さ

・断熱材を兼用した型枠の使用

・ＭＣＲ工法用シートの使用

(6.8.3)

スリーブの材種・規格等

(6.8.3)

(6.8.3)

(6.8.3)

※コンクリート打設時の充填性の確認のため、型枠の一部に透明型枠等を使用する場合は、

　強度、変形等について、事前に監督職員と協議する。

存置期間及び取外し

※標準仕様書6.8.5による

(6.8.5)

・合板(※12mm　　・　　　)　

・ 

10.型枠

　 方法

11.コンクリートの養生 標準仕様書 第6節 第7節による

(6.5.5)(6.9.2～6.9.4）12.圧縮強度及び試験方法 標準仕様書6.5.5、6.9.2、6.9.3、6.9.4による

　 単位水量測定

13.コンクリートの ・ 行わない

・ 行う

実施要領　　

(2)単位水量の上限値は、標準仕様書6.3.2(2)による。

(3)単位水量の管理目標値は次の通りとして、施工する。

  ある場合はそのまま施工する。

  を調査するとともに生コン製造者に改善を指示し、その運搬車の生コンは打設する。その後、

  するとともに生コン製造者に改善を指示しなければならない。その後の全運搬車の測定を

  で、運搬車の３台毎に１回、単位水量の測定を行う。

(4)単位水量管理についての記録を書面(計画調合書、製造管理記録、打込み時の外気温、コンク

   リート温度等)と写真により提出する。

(5)単位水量の測定方法は、高周波誘電加熱乾燥法(電子レンジ法)、エアメータ法又は静電容量

   測定法による。また、試験機関は該当コンクリート製造所以外の機関とする。

4)3)の不合格生コンを確実に持ち帰ったことを確認する。

(1)単位水量の測定は、150m3に1回以上及び荷下し時に品質の異常が認められた時に実施する。

1)測定した単位水量が、計画調合書の設計値(以下、「設計値」という。)±15kg/m3の範囲に

2)測定した単位水量が、設計値±15を超え±20kg/m3の範囲にある場合は、水量変動の原因

  設計値±15kg/m3以内で安定するまで、運搬車の３台毎に１回、単位水量の測定を行う。

3)設計値±20kg/m3を超える場合は、生コンを打込まずに持ち帰らせ、水量変動の原因を調査

  行い設計値±20kg/m3以内であることを確認する。更に、設計値±15kg以内で安定するま

1.鉄骨の製作工場 製作工場の加工能力

　※ 建築基準法第77条の45第1項に基づき国土交通大臣から性能評価機関として認可を受けた（株）日本

　　 鉄骨評価センター及び（株）全国鉄骨評価機構（旧（社）全国鐵構工業協会）の「鉄骨製作工場の

　　 等以上の能力のある工場。

　・ 監督職員の承諾する製作業者

2.施工管理技術者 ※ 適用する

・ 適用しない

3.製作精度

(7.1.3)(7.1.4)

(7.1.3)(7.1.4)

　  付表5「工事現場」による

(7.10.3)

4.建方精度 (7.3.3)※　標準仕様書7.3.3及びH12建告第1464号第二号イによる

　　H12建告第1464号第二号イ(1)(2)のただし書きによる補強は、「突合わせ継手の食い違い仕

  口のずれの検査・補強マニュアル」による

5.鋼　材

規  格

材質等 (7.2.1)

種類の記号 適用箇所（主要な部分）

6.高力ボルト

・トルシア形高力ボルト　　

高力ボルトの区分

・JIS形高力ボルト

(7.2.2)

高力ボルトの径　　 (7.2.2)

ボルトの縁端距離、ボルト間隔、ゲージ等

※図示による（構造関係共通図（鉄骨標準図） 1-1 縁端距離及びボルト間隔）

ボルトの縁端距離、ボルト間隔、ゲージ等

ボルト及びナットの材料

座金

すべり係数試験

・行う    　

※行わない

ボルトの縁端距離、ボルト間隔、ゲージ等

摩擦面の処理

※ブラスト処理(表面粗度50μｍRｚ以上)

・ブラスト処理以外の特別な処理方法

すべり耐力等の確認方法

※すべり係数試験　　

セットの種類

ボルトの径　　

溶融亜鉛めっき高力ボルトの径　

溶融亜鉛めっき高力ボルトのめっき前の孔径

・大臣認定を受けた内容による

・ 

・　

・　

※図示による（構造関係共通図（鉄骨標準図）1-1 縁端距離及びボルト間隔）

・　

※図示による（構造関係共通図（鉄骨標準図） 1-1 縁端距離及びボルト間隔）

・標準仕様書 表7.2.3（JIS附属書品）による

・標準仕様書 表7.2.3（JIS附属書品）又はJIS本体規格品（ISO規格）による

　（JIS本体規格品による場合は、ボルトの種類を呼び径六角ボルト又は全ねじ

　　六角ボルト、強度区分を4.6又は4.8の鋼製とし、ナットの種類を六角ナット

　　-Cの鋼製とする。なお、呼び径六角ボルトの軸径の最大寸法は、ボルトの径

　　の値以下とする）

　 高力ボルト

7.普通ボルト

8.溶融亜鉛めっき

適用

・建方用アンカーボルト

アンカーボルト及びナットのねじの公差域クラス及び仕上げの程度

※標準仕様書 表7.2.3による

・ 

・構造用アンカーボルト

ボルトの縁端距離、ボルト間隔、ゲージ等

※図示による（構造関係共通図（鉄骨標準図） 1-1 縁端距離及びボルト間隔）

9.アンカーボルト

溶接材料

・標準仕様書 7.2.5(a)(b)による

・標準仕様書 7.2.5(a)(b)以外の溶接材料　

材質、形状及び寸法

適用箇所

・デッキプレート

・床型枠用

材質・形状・寸法 備　考

成スラブとする構法

コンクリートとの合

・デッキプレートと

単独の構法

開口部補強要領（補強筋の定着長さ等を含む）

10.溶接材料

12.デッキプレート

建築用ターンバックルボルト

建築用ターンバックル胴

種類

ねじの呼び

11.ターンバックル

(7.2.6)

(6.8.3)(7.2.7)

(7.2.3)

(7.4.2)

(7.3.2)

(7.2.3)

(7.2.3)

(7.3.2)

(7.2.2)

(7.2.2)

(7.3.8)

(7.3.2)

(7.12.4)

(7.2.4)(7.10.3)

(7.3.2)

(7.2.5)

(7.2.6)

・図示による(　　　　　　) 　

9.圧接完了後の試験

10.機械吊上げ用フック

(5.3.7)

・ 主構造部

※

　　 性能評価基準」に定める「（　Ｒ　）グレード」として国土交通大臣から認定を受けた工場又は同

・図示による(　　　　　　)

・図示による(　　　　　　) ※標準仕様書 6.3.1(d)(ⅰ)による

※標準仕様書 6.3.1(d)(ⅱ)による

・標準仕様書 9.7.3による

・20㎜　　　 

・10㎜　　　・20mm　　　

・20mm　　　

打増し厚さ　　　・20㎜　　　

打増し範囲　　　・図示による(　　　　　　) 　　　 

・図示による(　　　　) 　　　

セットの種類　　　・2種(F10T)　　　

セットの種類　　　・2種(S10T)　　　

試験方法等　　　・図示による(　　　　　　)　　　 

・標準仕様書 7.2.3(d)による   　　 

・1種(F8T相当)　 

・図示による(　　　　　　) 　 

・図示による(　　　　　　)　　　 

試験方法等　　　・図示による(　　　　　　)　　　 

セットの種類（JIS B 1220）　　　・ABR400　　　・ABR490　　　 

種類　　　・SS400　　 

形状、寸法　　　・図示による(　　　　　　) 

材料及び使用箇所　　　・図示による(　　　　　　) 　 

※割枠式　　 

※羽子板ボルト　　 

・図示による(　　　　　　) 

呼 び 径 (㎜)

・図示による（構造図若しくは構造関係共通図（配筋標準図））

※図示による（　　　　　　）　　・ 硬質ポリ塩化ビニル菅

壁開口部の補強

一般壁

・図示による

耐力壁

・図示による

梁貫通孔の補強

補強形式

・図示による

・図示による (　　　　　　)

柱主筋の柱頭定着

・図示による（　　　　　　）

(　　    　　)

(　　    　　)

(　　    　　)

有効細長比(圧縮材に限る)　　

・図示による(　　　　　　) 　

・JIS規格による　・ 

・JIS規格による　・ 

・JIS規格による　・ 

・JIS規格による　・ 

・JIS規格による　・ 

・ダイヤフラム、ベースプレート

・間柱

・胴縁、垂木

・間柱、小梁、ブレース

・JIS規格による　・ ・柱

・大梁、ガセットプレート、継手

※図示による（構造関係共通図（配筋標準図）3(1)）

※図示による（構造関係共通図（配筋標準図）3(2)）

・図示による（構造関係共通図（配筋標準図）4(4)）

・構造関係共通図（配筋標準図）6.2(2)(ｳ)（　Ｈ　形）による

・構造関係共通図（配筋標準図）8.2(1)(3)（　Ｂ　形）による

・構造関係共通図（配筋標準図）6.1(1)(ｲ)

・図示による(　　　　)　　　

・図示による(　S-016～S-020　　　)　　　 

・ 土間コンクリート

・ ラップルコンクリート

（　 　　　 　）

BCR295

SN400B

SS400

SN490C

STKR400

SSC400

23.06 特特記仕様書（３）

菅平薬草栽培試験地農機具倉庫建設工事

（　　　　　　）

形状、寸法　　　・図示による(　S-01　　) 　 

０３
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検図

製図

-------

耐火認定　

・無し

・有り　

鉄骨部材への溶接方法

種類等

呼 び 名 適 用 箇 所呼び長さ (㎜)

・16

・19

・22

材質、形状及び寸法

無収縮モルタルの材料、調合等

・標準仕様書7.2.9(a)によるモルタル

モルタルの種別

・無収縮モルタル

試験の要領

エンドタブの切断する部分　　

スカラップの形状　　

開先の形状　　

・切除する部分なし

・ 

・ 

・全て

・図示による（構造関係共通図（鉄骨標準図）1-2）

・図示による（構造関係共通図（鉄骨標準図）1-4(d)改良型スカラップ）

溶接部の余盛り高さ

・JASS6 付則6「鉄骨精度検査基準」付表3［溶接］による

低応力高サイクル疲労を受ける部位

・無し

・有り

・柱、梁、ブレースのフランジ端部の完全溶込み溶接部　

適用箇所　　

鋼材と溶接材料の組合せと溶接条件　　

・ 

・図示による（構造関係共通図（鉄骨標準図）1-4(g)）

・図示による(　　　　　　) 　

・工事現場溶接の場合　

・工場溶接の場合　

完全溶込み部の超音波探傷試験　　

検査水準

節

　AOQL(%)　　　※4.0　　・2.5

・鉄骨鉄筋コンクリート造の鋼製スリーブの内面　(鉄骨に溶接されたものに限る)

・鉄鋼面の錆止め塗料

・標準仕様書 表18.3.2（　　）種

・塗装を行う耐火被覆材の接着する面

塗料の種別　

・亜鉛めっき鋼面の錆止め塗料

屋外

※標準仕様書 表18.3.1　A種

・ 

屋内

・ 

・ 

※標準仕様書 表18.3.1　A種

・ 

・標準仕様書 表18.3.1（　　）種

・標準仕様書 表18.3.2（　　）種

突合せ継手の食い違い仕口のずれの検査

｢突合せ継手の食い違い仕口のずれの検査・補強マニュアル｣による

・抜き取り検査①

※抜き取り検査②

・AOQL(%)　　　※4.0　　・2.5

・全数

・全数

※

種類及び性能

種　類

・乾式吹付けロックウ

・半乾式吹付けロック

・湿式ロックウール

・ 

・ 

・耐火材吹付け

・繊維混入けい酸カル

・ 

・高断熱ロックウール

・ 

・耐火板張り

・耐火材巻付け

・ラス張りモルタ
－

材料・工法 適用箇所（部位・部分）

　ル塗り

性能（耐火時間）

　ール

　ウール

　シウム板

   技量付加試験

20.錆止め塗装 塗料の種別

19.溶接部の試験

18.入熱､パス間温度の

　 溶接条件

17.現場溶接の有無

16.溶接接合

15.溶接技能者の

13.スタッド

14.柱底均しモルタル

(7.6.3)

(7.6.7)

(7.6.7)

(7.6.4)

(7.6.7)

(7.6.7)

(7.6.11)

(7.2.9)

(7.7.8)

(7.8.3)

21.耐火被覆 (7.9.2～7.9.7)

種別　　　・A種　　・B種　　・C種

構造用アンカーフレームの形状及び寸法

建方用アンカーボルトの保持及び埋込み工法

柱底均しモルタルの厚さ及び工法の種別

※標準仕様書 表7.10.2（※Ａ種［厚さ50］　　・Ｂ種［厚さ30］）による

　 設置

(7.10.3)

(7.10.3)

22.アンカーボルト等の

亜鉛めっきの種別 材   料 適 用 部 位

最小板厚 2.3㎜ 以上、3.2㎜ 未満の形綱、鋼板

普通ボルト・ナット類、アンカーボルト類

最小板厚 3.2㎜ 以上、6.0㎜ 未満の形綱、鋼板

最小板厚 6.0㎜ 以上の形綱、鋼板

C種

B種

A種

種別等

外観検査

※行う

※標準仕様書 表14.2.3による

・行わない

   な部分に限る。）

   構造耐力上主要

  (主要構造部及び

(7.12.3)23.溶融亜鉛めっき

補強形式

・図示による（構造関係共通図（鉄骨標準図）1-7）

適用箇所

※図示による

・ 

（　　　　　　）

24.梁貫通孔の補強

　本検討は、計画通知の変更を要しない範囲及び対応方法を定めるものであり、

1.軽微な変更の対応

（あらかじめ検討）

施工の関係上、やむを得ず発生する可能性の高い変更事項への対応方法について、

あらかじめの検討を行っている部分

　品質管理上の施工誤差を許容するものではない

　・ 杭の芯ずれを考慮した検討

　　 あらかじめ検討の範囲及び対応方法　　※ 構造図による

　・ 杭の長さの変更を見込んだ検討

　　 あらかじめ検討の範囲及び対応方法　　※ 構造図による

　・ 梁貫通孔の大きさと位置の変更を見込んだ検討

　　 あらかじめ検討の範囲及び対応方法　　※ 構造図による

そ
の
他

・標準仕様書 表18.3.1（ Ａ ）種

・図示による(　　　　　　) 　

耐火時間　　　・図示による(　　　　　　) 　 

※頭付きスタッド （JIS B 1198）　　 

※標準仕様書 7.2.9(b)(1)から(4)による   　　 

・図示による（　　　　　）　　 

・図示による(　　　　　　) 　 

・図示による（　　　）　　 

適用箇所　　　・図示による(　　　　　　) 　 

(7.10.3)

材料及び工法は、建築基準法に基づき定められたもの又は認定を受けたものとする

23.06

菅平薬草栽培試験地農機具倉庫建設工事

特記仕様書（４） 特

・図示による(Ｓ－０１) 　 

０４
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工　事　名　称 DATEDRAWING TITLE SCALE

長野県健康福祉部 1/100 R5.6菅平薬草栽培試験地農機具倉庫建設工事

１７９１７９

（壁芯）（壁芯）

（壁
芯）

（壁
芯）

４０
２２

（最
高の

高さ
）

３９
００

（最
高の

軒高
）

　平　面　図　 ※▽印はブレース位置を示す。

▽
▽

▽
▽

▽▽ ▽

▽設計ＦＬ▽設計ＧＬ

　４通　立面図　

　Ｂ通　断面図　

▽設計ＧＬ ▽設計ＦＬ

　Ａ通　立面図　

　２通　断面図　

１８
００

１８
００

１８
００

屋根

外壁柱
梁

３０００ ３０００

３２ ４

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

１８
００

１８
００

１８
００

９２１０

外壁
梁

柱

３０００

１

６３
００

３０００ ３０００３０００

２ ３ ４

１０５

１

Ｅ

１０５

６３００

外壁柱

Ｅ

屋根

梁

Ａ

９０
０

９０
０

３０

８７０

９０００

３０

６３
６０

３０００６０００

３７
１３

１０
０

３０
０

３９
５１

１０
０

３０
０

３１０

３８
００

平面図・立面図・断面図

主要構造部

屋　　根

外　　壁

面　　積

カラー鋼板　折板ルーフ６００タイプ

カラー鋼板　角波７５０型

５８．５８㎡

鉄骨造

積雪仕様 最深積雪量150cm（長期）

木製棚（県産材唐松）

※耐荷重：300kg/1段

8
0
0

8
0
0

900

木製棚（支柱は土間に固定）

1,800 1,800 1,800 1,800 1,800

8
0
0

8
0
0

木製棚（支柱は土間に固定）

棚板耐荷重：300kg/1段

A-01
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工　事　名　称 DATEDRAWING TITLE SCALE

長野県健康福祉部 R5.6菅平薬草栽培試験地農機具倉庫建設工事 基礎詳細図
S-01

1/60
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３０５

１３５ １７０

３０
０

１７０

１３
１２

２２
５
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０

３ ４１ ２
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８
１

５
１４

５

８
１
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１１
５

１２
５

１１
５

１４
５

５０
０

５０
５０

３０００ ３０００１３５ ３０００ １３５

１０９０２

アンカーボルト（フック付）

Ｍ１６　Ｌ＝４５０

丸座金・二重ナット

アンカーボルト（フック付）Ｍ１６　Ｌ＝４５０

丸座金・二重ナット

アンカーボルト（フック付）

Ｍ１６　Ｌ＝４５０

丸座金・二重ナット

アンカーボルト（フック付）Ｍ１６　Ｌ＝４５０

丸座金・二重ナット

１９
００

１９００

１７０

５０
５０

３４０

３０
０

３０５

１３５１７０

　基礎伏図　１／６０　

※長期地耐力：　　　　　　　　５０ｋＮ／㎡
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工　事　名　称 DATEDRAWING TITLE SCALE

長野県健康福祉部 1/100 R5.6菅平薬草栽培試験地農機具倉庫建設工事 電灯・コンセント平面図

（壁芯）（壁芯）

（壁
芯）

（壁
芯）

　平　面　図　

▽
▽

▽
▽

▽▽ ▽

１８
００

１８
００

１８
００

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

１８
００

１８
００

１８
００

９２１０

６３
００

３０００ ３０００３０００

２ ３ ４

１０５

１

Ｅ

１０５

９０
０

９０
０

３０

９０００

３０

６３
６０

３０００６０００

研修棟

管理棟

ﾄｲﾚ

駐車場

圃場

肥料庫

≒
5000≒

20
00

農機具倉庫(新築)

前
面

道
路

電線

配置図　Ｓ＝1/1000

分電盤 樹脂製 30A 単相3線 露出型4＋2

LEDﾍﾞｰｽﾗｲﾄ 天井直付型 5200lm-40形

露出ｺﾝｾﾝﾄ 2P15A×2 接地極付

既設引込柱

電力引込

ED

既設倉庫除却後、中継引込柱新設(電線移設含む)

EM-EEF1.6-3C　（E19）

金属製露出丸型ﾎﾞｯｸｽ

EM-EEF1.6-3C×２　（E25）

※床面での平均照度100lx

取付高(mm)

凡例

露出ﾀﾝﾌﾞﾗｽｲｯﾁ 1P15A

1500

梁下

500

1300

梁下

─

─

E-01

Ｎ

※電柱位置は発注者と協議の上決定のこと
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注）図中の寸法は尺寸表示である

工事名

菅平薬草栽培試験地農機具倉庫建設工事 除却建物参考図（１）

図面名称

J-01

図面番号
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産廃処分量目安

コンクリートがら

木くず

鉄くず

ガラス・陶器くず

6.0ｔ

0.5ｔ

0.6ｔ

注）図中の寸法は尺寸表示である

2.5t

注）図面上の推定であり、原則、産廃数量の増減は設計変更の対象とはしない

菅平薬草栽培試験地農機具倉庫建設工事

工事名 図面名称 図面番号

除却建物参考図（２） J-02
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